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論文内容要旨
目的
 胎児診断学の分
 ついてはいまだ
 genあるいはc
 頻度を測定した。
方法
 正常ヒト臍帯
 ス波発生装置
 power,pulsed
 討した。培養開
FPG法によって染色し,リンパ球のSCE頻度を測定
結果
 〔11acousticpowerとSCE頻度
 Acousticpow
 帯静脈血リン
 mW/c遣(SATA)
 頻度の増加を示した。
 (21Pulsedurationの変化とSCE頻度
 Pulseduration
 (SATA)の3段
照射群のSCE頻度が,コントロール群と
 (3)Pulsefrequencyの変化とSCE頻度
 Pulsefreque
 ATA)の各段階
 った。しかし
 ロール群に比して有意なSCE頻度の増加が見られた。
 一314一
 審査結果の要旨
 近年産婦人科において超音波断層装置はなくてはならないものであるが,使用しているパルス
 波の胎児に対する安全域についてはいまだ不明な点が多い。
 著者は臍帯静脈血をPHA添加RPMI～1640にて培養し,USP-1(厚生省試作超音波パル
 ス波発生装置)による照射を行ない,照射時間を30分間に固定し,acousticpower,pulse
 duratio11およびrepeatedpulsefrequencyなどを変化させて,mutagenあるいはcarcinogen
 に対する鋭敏な指標と考えられる姉妹染色分体交換(SCE)頻度を用いてその影響を検討した。
 AcousticpowerとSCE頻度
 Acousticpowerが増加するに従って,臍帯静脈血リンパ球のSCE頻度は・しだいに増加す
 ることが判明し,とくにacousticpowerが37,31nW/面(SATA)以上の全ての照射群で,コ
 ントロール群に比較して統計学的に有意なSCE頻度の増加を示した。
 Pulsedurat1onの変化とSCE頻度
 Pulsedurationを3μsecと10μsec変えてacouticpowerを3段階で検査したが,一定の
 傾向は見られなかった。73と169mW/c㎡(SATA)照射群のSCE頻度が,コント・一ル群と比
 較して有意な増加を認めた。
 Pulsefrequencyの変化とSC亘頻度
 Pulsefrequencyを250Hzとユ,000Hzに変えて照射すると,6L9と116.5mW/c㎡(SATA)
 照射群に,コントロール群に比して有意なSCE頻度の増加が見られた。
 以上の実験成績から,criticaiacousticpowerは37,3～73mW/c㎡(SATA)と推定された。
 現在各施設で使用している超音波診断装置のpowerは約1mMゲ。猷SATA)程度で,このcriticaI
 acousticpowerに比べて約1/30～1/70で,一応安全域のものと考えられる。これらの診断装
 置が真に胎児にとって安全なものか否かは,新生児,幼児の長期followupをしたうえで判断す
 るべきものである。幸いにも,我々の知り得る限り,疫学的研究における障害の報告はない。し
 かし,超音波装置の改良によるpowerの増強や使用頻が著しく増加しているので,超音波による
 生体障害の発生を未然に防ぐためにも,今回の実験とその結果貴重なものである。よって本論文
 は学位に該当するものと審査した。
 一315一
